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（公財）大阪府保健医療財団  第3期中期経営計画 主な改定点について 

改 定 案 現 行 備考 

P1 

Ⅰ 第3期中期経営計画の策定の趣旨 

 

（略） 

 

[第2期中期経営計画（平成29年度～令和3年度）の概要] 

 

（略） 

 

(3)目標と達成状況（中間見直し後） 

[第2期計画の達成状況] 

 

（略） 

 

・令和 3 年度においても、新型コロナウイルス感染症による受診控え

等の影響があり、令和3年度目標の内、「総合健診の受診者数」、「施設

におけるがん検診の受診者数」、「施設におけるがん検診の収益額」、「が

ん予防検診事業の当期正味財産増減額」の4つが未達成となった。 

 

P3 

[第3期中期経営計画策定の目的] 

 

（略） 

 

 計画においては、高額となる医療機器や車検診に必要なものの更新

計画を策定するとともに、硬直化した組織体制を改編し、持続可能な法

人運営を行うため、必要経費を計上したうえで「がん予防検診事業」の

収支バランスの均衡を目指し、その戦略と具体的な取組内容を明らか

P1 

Ⅰ 第3期中期経営計画の策定の趣旨 

 

（略） 

 

[第2期中期経営計画（平成29年度～令和3年度）の概要] 

 

（略） 

 

(3)目標と達成状況（中間見直し後） 

[第2期計画の達成状況] 

 

（略） 

 

・令和3年度においても、新型コロナウイルス感染症による受診控え

等の影響が懸念される。 

 

 

 

P3 

[第3期中期経営計画策定の目的] 

 

（略） 

 

計画においては、高額となる医療機器や車検診に必要なものの更新

計画を策定するとともに、硬直化した組織体制を改編し、持続可能な

法人運営を行うため、必要経費を計上したうえで「がん予防検診部門」

の収支バランスの均衡を目指し、その戦略と具体的な取組内容を明ら

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績を踏まえ追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環器病予防部門の

移転に伴い部門が一

つになるため修正。 

 

資料１ 
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改 定 案 現 行 備考 

にする。 

 

 （削除） 

 

 

 

 

 

 令和 5年 4月より、循環器病予防部門の事業が地方独立行政法人大

阪健康安全基盤研究所に移転されること及び令和 4 年度実績見込を踏

まえ、事業内容や収支見通しを見直し、本計画の改定を行う。 

 

 

P3 

Ⅱ 『大阪がん循環器病予防センター』の事業方針と経営戦略 

[事業方針] 

 

（略） 

 

 （削除） 

 

 

 

 

〔経営戦略〕 

① 営業活動の強化による「総合健診の受診者数の確保」 

② 精度の高い検診施設の強みを活かした「市町村の個別検診の受託
の確保」 

③ 受診者のニーズに対応した検診サービスの充実 

④ 過去に受診歴があり、直近年受診歴のない方に対し、個別受診勧奨

かにする。 

 

なお、循環器病予防部門については、令和５年４月１日より地方独

立行政法人大阪健康安全基盤研究所への移転が予定されている。その

ため、令和５年度以降に当法人で実施する事業の内容や収支への影響

等は検討中のものであり、内容が確定次第、改めて本計画を見直すも

のとする。 

 

 

 

 

 

 

P3 

Ⅱ 『大阪がん循環器病予防センター』の事業方針と経営戦略 

[事業方針] 

 

（略） 

 

(2) また、府と協働して、地域の健康課題を明らかにし、府民の健康

課題づくりに取り組むことにより、大阪府健康増進計画の実践に寄与

する。 

 

 

〔経営戦略〕 

① 営業活動の強化による「総合健診の受診者数の確保」 

② 精度の高い検診施設の強みを活かした「市町村の個別検診の受
託の確保」 

③ 受診者のニーズに対応した検診サービスの充実 

④ 過去に受診歴があり、直近年受診歴のない方に対し、個別受診

 

 

削除 

 

 

 

 

 

計画改定の趣旨を追

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環器病予防部門の

移転に伴い削除 
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改 定 案 現 行 備考 

の強化による受診者の確保 

⑤ 大腸がん検診、精検対象者の受診率の向上 

⑥ 市町村のニーズの高い検診車による子宮がん検診と乳がん検診の
セット検診の拡大 

⑦ 府内市町村・検診機関の「精度管理の推進」 

⑧ （削除） 

 

⑨ （削除） 

⑩ （削除） 

 

⑧ 収益構造の改善による「法人経営の自立化」の実現 

 

 

P3 

Ⅲ-1 現状と課題（検診事業） 

〔現状〕 

 

（略） 

 

 

Ⅲ-2 現状と課題（循環器病予防部門） 

 

（削除） 

 

P4 

Ⅲ-2  現状と課題（経営状況） 

〔現状〕 

 

（略） 

 

勧奨の強化による受診者の確保 

⑤ 大腸がん検診、精検対象者の受診率の向上 

⑥ 市町村のニーズの高い検診車による子宮がん検診と乳がん検診
のセット検診の拡大 

⑦ 府内市町村・検診機関の「精度管理の推進」 

⑧ 特定健診・医療費データ等の分析による「地域の健康課題の明
確化」 

⑨ 健康指標改善のための「行動変容プログラムの実践支援」 

⑩ 循環器病と危険因子のモニタリングによる「エビデンスや方法論の
開発・普及」 

⑪ 収益構造の改善による「法人経営の自立化」の実現 

 

 

P4 

Ⅲ-1 現状と課題（がん予防検診部門） 

 

 

 

 

P4 

Ⅲ-2 現状と課題（循環器病予防部門） 

 

 

 

P5 

Ⅲ-3 現状と課題（経営状況） 

〔現状〕 

  

（略） 

 

 

 

 

 

 

削除 

 

削除 

削除 

 

番号変更 

 

 

 

移転に伴い部門が一

つになるため修正。 

 

 

 

 

 

 

移転に伴い削除 

 

 

番号変更 
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改 定 案 現 行 備考 

≪具体的な対応事例≫ 

 

・令和４年１月から令和５年３月まで理事長報酬及び管理職手当を削

減（１０％） 

 

P5 

[課題] 

 

 

 

(2) 収支改善に取り組み、…（略）…受診者の確保と検診料金の改定

を模索し、収支の均衡が図れるよう戦略的に取り組む必要がある。 

 

 

 

P5 

Ⅳ-1 【目標と取組み】（検診事業） 

１ 総合健診及びがん検診受診者増 

≪戦略目標≫ 

 人間ドック健診等収益率の高い総合健診の受診者の維持と大阪市民

等のがん検診受診者の増加を図ることによる経営状況の改善 

 総合健診や保健指導等を通じて循環器病予防を推進 

 

 

 

≪成果測定指標≫ 総合健診の受診者数（継続） 

 総合健診の受診者数を当初計画では令和8年度に14,820人を目指し

ていたが、令和4年度実績見込を踏まえ、その受診者数を維持する。 

 

≪具体的な対応事例≫ 

 

・令和４年１月から理事長報酬及び管理職手当を削減（１０％） 

 

 

P5 

[課題] 

 

（略） 

 

(2) 収支改善に取り組み、…（略）…受診者の確保と検診料金の改定

を模索し、検診事業全体として収支均衡が図れるよう戦略的に取り組

む必要がある。 

 

 

P6 

Ⅳ-1 【目標と取組み】（がん予防検診部門） 

１ 総合健診及びがん検診受診者増 

 ≪戦略目標≫ 

 人間ドック健診等収益率の高い総合健診の受診者の維持と大阪市

民等のがん検診受診者の増加を図ることによる経営状況の改善 

 

 

 

 

≪成果測定指標≫ 総合健診の受診者数（継続） 

 総合健診の受診者数を令和 8年度に 14,820人を目指し受診者を確

保する。 

 

 

 

措置終了 

 

 

 

 

 

 

 

部門が一つになるた

め文言修正 

 

 

 

 

移転に伴い部門が一

つになるため修正. 

 

 

 

循環器病健診に係る

部分を追記 

 

 

 

実績見込を踏まえ修

正 
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改 定 案 現 行 備考 

 

 

 

 がん検診の受診者を当初計画では令和8年度に45,100人を目指して

いたが、令和 4年度実績見込を踏まえ、令和 5年度以降の受診者を確

保する。 

 

 

P6 

２ 市町村の個別検診の受託の促進 

 

（略） 

 

 

 

 

３ 受診者のニーズに対応した検診サービスの充実 

 

（略） 

 

   

 

 

 

がん検診の受診者を令和 8年度に 45,100人を目指し受診者を確保

する。 

 

 

 

 

２ 市町村の個別検診の受託の促進 

 

（略） 

 

 

 

P7 

３ 受診者のニーズに対応した検診サービスの充実 

 

（略） 

 

 

実績値及び見込値を

踏まえて更新 

 

 

 

 

実績見込を踏まえ修

正 

 

 

実績値及び見込値を

踏まえて更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績値及び見込値に

更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

12,868人 15,200人 15,200人 15,200人 15,200人 15,200人 

 

令和 3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

40,234人 48,661人 48,800人 48,800人 48,800人 48,800人 

 

令和 3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

17 17 18 18 19 19 

 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

12,354人 14,220人 14,370人 14,520人 14,670人 14,820人 

 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

38,638人 44,400人 44,600人 44,700人 44,900人 45,100人 

 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

１７ 17 18 18 19 19 
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改 定 案 現 行 備考 

≪成果測定指標≫休日検診の受診者数の拡大 

子宮がん検診、乳がん検診を土曜の受診者の受診勧奨を行う。 

令和4年度実績見込を踏まえ、その受診者数を維持する。 

 

 

 

 

 

P7 

４ 大腸がん精検受診率の向上 

 

（略） 

 

 

 

５ 検診車によるセット検診の拡大 

 

(略) 

 

 

 

≪成果測定指標≫休日検診の受診者数の拡大 

子宮がん検診、乳がん検診を土曜の受診者の受診勧奨を行う。 

 

 

 

 

 

 

P7 

４ 大腸がん精検受診率の向上 

 

（略） 

 

 

P8 

５ 検診車によるセット検診の拡大 

 

(略) 

 

 

 

 

実績見込を踏まえ追

記 

 

 

計画値から実績値及

び見込値に更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画値から実績値及

び見込値に更新 

 

 

 

 

 

 

 

計画値から実績値及

び見込値に更新 

 

 

 

令和 3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

991人 1,150人 1,150人 1,150人 1,150人 1,191人 

 

令和 3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

７５％ ７５％ ７５％ ７５％ ７５％ ７５％ 

 

令和 3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

96 97 97 98 99 100 

 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

951人 999人 1,047人 1,095人 1,143人 1,191人 

 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

７５％ ７５％ ７５％ ７５％ ７５％ ７５％ 

 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

96 96 97 98 99 100 
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改 定 案 現 行 備考 

 

Ⅳ-2 【目標と取組み】（循環器病予防部門） 

 

（削除） 

 

 

P8 

Ⅳ-2 【目標と取組み】（経営の健全化） 

１ 法人経営の自立化 

 

（略） 

 

≪成果測定指標≫がん予防検診事業における正味財産増減額（継続） 

 
 

 

≪具体的活動事項≫ 

 

（略） 

 

(2) 循環器病予防部門の移転に伴い事務部門の人員を1名削減する。 

 

 

（略） 

 

 

P9 

Ⅳ-2 【目標と取組み】（循環器病予防部門） 

 

（略） 

 

 

P10 

Ⅳ-3 【目標と取組み】（経営の健全化） 

１ 法人経営の自立化 

 

（略） 

 

≪成果測定指標≫がん予防検診事業における正味財産増減額（継続） 

 

 

 

≪具体的活動事項≫ 

 

（略） 

 

(2) 循環器部門の移転に伴い事務局の人員整理を行う。 

 

 

（略） 

 

 

 

 

移転に伴い削除 

 

 

 

 

番号変更 

 

 

 

 

 

 

数値確定及び循環器

病予防部門の移転に

伴う収支計画の見直

しに基づき変更 

 

 

  

 

 

 

人員整理に伴う変更 

 

 

 

 

 

(単位千円) 

令和 3年度 ４年度見込 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

△ 51,053 △ 35,406 △43,638 △35,545 0 0 

 

(単位千円) 

令和 3年度 

見込 

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 

△ 53,184 △ 33,226 △22,201 △6,217 0 0 
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P9 

Ⅴ 収支計画 

◇経営改善のポイント 

≪収益確保のための取組み≫ 

 

（略） 

 

(2)検診料金の改定 

  市町村の車検診、施設検診及びその他の検診について、8％程度の

単価の改定を行う。 

 

（略） 

 

 

 

≪経費節減のための取組み≫ 

 

（略） 

 

(2)事務局の見直し 

  循環器病予防部門の移転に伴い事務局の人員を 1 名削減すること

で、事務部門の人件費を削減させる。 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

P11 

Ⅴ 収支計画 

◇経営改善のポイント 

≪収益確保のための取組み≫ 

 

（略） 

 

(2)検診料金の改定 

市町村の車検診及び施設検診は5％程度、その他の検診は 

3％程度の単価の改定を行う。 

 

（略） 

 

 

 

≪経費節減のための取組み≫ 

 

（略） 

 

(2)事務局の見直し 

循環器部門の移転により、事務局経費が削減されることを踏ま

え、事務局の人員についても同様に見直しを行い、人件費を削減さ

せる。 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金改定率の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人員整理に伴う変更 
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P10 

≪収支計画見通し≫ 

 

 

 

P13  

≪収支計画見通し≫ 

 

 

 

 

 

循環器病予防部門の

移転及び令和 4 年度

実績見込に伴う収支

計画の見直しに基づ

き変更 

 

 

がん予防検診事業  収支計画  【再掲】 （単位：千円）

Ｒ３決算 Ｒ４見込 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

851,636 914,061 950,545 959,662 959,661 957,360

①車検診収益 280,518 287,595 302,789 304,017 298,858 294,178

②施設におけるがん検診収益 103,830 114,708 128,173 129,403 130,268 131,010

③総合健診収益 305,129 353,649 355,141 353,966 357,792 361,617

④精密検診収益 86,309 81,029 100,200 100,781 101,248 101,560

⑤その他 75,850 77,080 64,242 71,495 71,495 68,995

902,688 949,467 994,183 995,207 959,661 957,360

一般経費 780,391 824,358 873,841 878,748 878,702 873,379

退職給付費用 38,332 41,346 35,287 16,508 18,316 24,664

減価償却費 83,965 83,763 85,055 99,951 62,643 59,317

△ 51,052 △ 35,406 △ 43,638 △ 35,545 0 0

※ 循環器病予防事業の廃止とともに令和5年度から事業ががん予防検診事業

のみとなるため、収支計画については財団の一般正味財産を事業全体として

表示する。

がん予防検診事業費用

当期正味財産増減額(がん事業)

がん予防検診事業収益

区 分


